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1 はじめに
グラフィカルユーザインターフェース (GUIs)の視覚
的な美学はシステムの使いやすさ，ユーザビリティ，ユー
ザの満足度，信頼性および，その他の品質を保証する要
因とされている．これらのシステムの品質とされている
考慮事項はインターネット事業を行う会社にとって経済
的可能性とブランド化に不可欠である．今後のビジネ
スの傾向としてインターネット事業の拡大はさらに加
速し，国際的な拡大が行われると見られる．この中で，
異なる文化を持つユーザをターゲットとしたデザイナー
にとって印象的な設計を行うことは，特にスタートアッ
プ企業や個人開発者などの知識と実務経験がない人に
とって大きな挑戦となる．
本研究では日本語と中国語を主とする一般的なWeb

ページの中から取得したサンプルと，ペアとして取得さ
れたサンプルを使用し，これまでの研究によって求めら
れた複数の評価指標に基づいて調査した．このデザイン
ガイドラインはインタフェース設計者がローカライズさ
れたデザインを改善する上で助けになることを期待し
ている．

2 使用した評価指標
実験では Aalto Universityによってオープンソース
化されている計算美学モデルの Aalto Interface Met-

rics(AIM)を参考にしている．使用された全ての評価指
標はGUIの美学についての研究により経験的に実証さ
れてきたものである [1, 3]．

3 実験 1

3.1 実験方法
実験に使用するために合計 147のコモンWebページ
を収集した．このWeb ページサンプルは EC サイト，
個人ブログなどの様々なジャンルから構成されており，
英語，日本語，中国語を主な言語としている．実験に協
力してくださった被験者は学部学生，修士学生，博士学
生，大学関係者を含む 30名である．男性は 17名（うち
日本人 10名，中国人 7名）であり，女性は 13名（うち
日本人 7名，中国人 6名）である．被験者の平均年齢は
23.8歳（SD = 4.38）である．実験は弊研究室にて開発

されたWebベースのソフトウェアで行われた．被験者
は 147の全てのWebページのスクリーンショットをラ
ンダムな順序で閲覧し，それぞれを評価する．評価の際
に，各ページの表示の前にノイズの背景と中央に固定
された十字を 1500ミリ秒閲覧してもらった．次にWeb

ページのスクリーンショットが 500ミリ秒表示される．
表示のあと，1000ミリ秒再びノイズが表示され，参加
者は印象に応じて 1から 9段階のリカードスケールス
コアによって評価した．

図 1 実験に使用した画面の遷移

3.2 実験結果
表 1は国別評価と各要因を相関係数で表したもので

ある．表には，相関として明らかに認められないものは
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示していない．表からいくつかの要因において相関が認
められるものの，国別による相関の違いは認められな
かった．

表 1 実験 1:日本人と中国人の評価と各要素の相関係数
評価指標 日本人相関 中国人相関

edge congestion -0.565839 -0.480752

edge density 0.372642 0.372381

grid quality -0.252959 -0.105295

quad value balance 0.412951 0.380198

quad value symmetry 0.261842 0.214213

quad value nodes 0.388378 0.372118

white space -0.339764 -0.353275

4 実験 2

4.1 実験方法
この実験では日本と中国にて同ジャンルのサービスを
展開しているWebサイトのペアを作成し，それぞれの
評価の違いを比較することにした．被験者は実験 1と
同じ方々に協力してもらった．Webページそれぞれへ
の評価も同様の手順の元に行われた．
4.2 実験結果
国別 (日本人・中国人)とWebサイト (日本Webサイ
ト・中国Webサイト)の二要因分散分析を行った．そ
の結果，国別の主効果がみられた（F(1,28）=5.431, p<

.05)．しかし，国別とWebサイトについての交互作用
はみられなかった（F(1,28）=1.9563, p> .05）．さらに，
国別の評価と視覚美学要素のスコアの相関係数を比較
した．表 2では相関として認められる要素を示した．日
本人においては相関が認められるが中国人においては
相関が認められない要因がいくつかみられた．

表 2 実験 2:日本人と中国人の評価と各要素の相関係数
評価指標 日本人相関 中国人相関

edge congestion -0.459660 -0.091890

edge density 0.412141 0.280597

grid quality -0.507500 -0.019195

quad value balance 0.603023 0.384428

quad value symmetry 0.347286 0.224187

quad value nodes 0.509474 0.241543

white space -0.610755 -0.347451

5 考察
本研究では，日本人と中国人が良いと評価するWeb

ページに明確な違いがあることを明らかにした．コモ
ンWebページでは相関の違いはみられなかったものの，

ペアWebページにおいては日本の評価に影響を与えて
いるとみられるいくつかの要因を明らかにすることがで
きた．このことによりGUIの美学についての研究によ
り経験的に実証されてきた重要とされる要素の中から，
ローカライズするために注目すべき要素を明らかにし
た．このことは国別による美的印象の違いがあること
への裏付けとなり，日本へのローカライズされたWeb

ページを作成する際のガイドラインとなることが期待
される．
岩本氏 [2]の先行研究ではいくつかのWebサイトに

注目し，日本人と中国人の評価の差について言及して
いたものの，美学的な根拠を得られることはできなかっ
た．コモンWebページにおいて，関係のある要素がみ
られなかったことについて被験者にインタビューを行っ
た．特に，先行研究でも同様に，低い相関を示していた
対称性についての回答は，対称性を保つことはWebサ
イトインタフェースデザインに重要かという質問に対し
て，重要ではないという回答が多かった．このネガティ
ブな回答は取得されたデータと同様の結果となってお
り，対称性はデザインを作成する際には有用である．し
かし情報を探す際には相応しくないと考えられる．ま
た，20分の実験時間において対称性は退屈さを引き起
こす原因になったとも考えられる．別の観点として今回
の研究では対象としたWebサイトの数が 147となって
いる．そのため，より一般化された言語別のWebサイ
トによる研究を進めるため，多くのWebサイトのサン
プルが必要である．
また国別の評価の違いに関する評価指標が計算モデ

ルの重み付けにどのような影響を与えるかを調査する
ことは今後の課題である．
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